
第3草第二次l胆界大戦

U2bekisi(J9¥ 
Kyrgy≫trtn 
厨 tistan
Turi ur̀m(＂‘'9(in 

1939年には，すでにヨーロソ／＜において第―,．．次IIt界大戦が始ま ってし、た．ウ

スベキスタン1叶民が参戦する ことになるのは，その2年後の1941-イド6月22Hに

ドイツ ‘1ドがソ連の領内に攻め人ってからである．

ウズベキスタンにとって，この戦了！はネ111玉1を守るための動員にとどまらす，戦

凶地域から疎1}廿人々や-―|-．場， l幻保や教行機関を受け人れるとともに， liij線の部

隊を支援しなければならず，難：題の多い挑戦であった．ここでは，人々の脳裏

に多様な形で刻まれた戦争判IIかの出収忍を，人々の日線で追ってみたい．

1. 第二次世界大戦への参戦

1.1 「大祖国戦争」で戦った人々

ウズベキスタンの国民は，第二次圃界大戦を「大祖国戦争」と認識している I).

|「lソ連の他の地域と 1{ij様，非常に恐ろしい休験をし，数えられないほどのウス‘

ベキス タン人が卜‘イツfli：との戦いで犠牲となった．

|liji孔で述べたスタ ーリ ンII一て『代に，人々の記1]虚にもっとも鮮：明に残っている出

氾jiかこの「大祖1玉］戦争」である．それはウズベキスタンが人的 ・経済的に大

きな損失を被ったと，国民が自分たちのJj)しで感じたこ との現れである．

戦時中に亡くなったソビエト国籍iの人は2,700万人程炭と言われているが，そ

の中でウズベキスタン人は26万人と言われている 2)．特に， タシケントから動

l) 第二次IIt界大戦は 1939年に始まり、 ドイツのソ辿佼攻は2年後のl94J年に始まってしヽることか

ら，第二次III：界大戦とソ連の戦争参）J11時期を区別することは当然であるが、ここで強調したし、のは

ウズペキスタン1；J『！内で行われなかった戦闘に参加した多くのウズペキスタン人がその戦いを，祖国
（つまりウスヘキスタンではなくソ連令休）を削放するためのものとして認識していたことである．
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員され参戦した人の中に死亡者か1-1立つ． aヽ1'jll]のタシケントの人11は約47)j人

だったのに対し，戦争で亡くなった人は5fj人に ものぽる．

1役民衆の戦争への動員）j法は1改々であった．ある人は， ドイツ‘1ドがソ辿詞l

内に1羹攻した段防から崩線に立たされたが，他の人は，以fO)¥iilー．合のように，ま

ず』II紬学校に送られて，パイ ロットなど必災とされる lヽりl"J技術を身に付けてか

ら最liij線へと送り 出された．

私はl938年からタ シケント の11:l民経済内I"J学校の］叶iii校で経済統，；「を学

んでいた．1941年に戦争が始ま ると，政附は私をアルマ・アタ（カザフス

タン）に送った．そこで重機関銃の扱い）jを料得する専門学校に人れられ

た．重機関銃の．l• さ は 70 キロもあり， 3 人がかりでないとドi ち述べなし 、＜

らい爪かった．そこで数ヶ月学んで，殆菜するとすぐに戦地に送られた．

戦地ではベラルーシの防術にあたったりしながら，1944・年12月16IIま

で戦った．このl―-l，戦闘11に布腕を撃たれて病院に連はれ， Il+．jからドの部分

を切断された．モスクワの病院で9ヶ月 Ii'¥]，治療を受けることになった．

（証言者No.48, タジク ・ウズベク人，男1.It，ブハラ）

冷闇な連命に遭遇したのは， ドイツ軍の抽Iリりとなった兵＿ーーじたちである． ソ連

兵捕虜に対するドイツ'.IIIの扱いは過1酷をきわめたが，その後ソ連‘1|i．．によ って鮒

放されたとしてもドイツ‘車のhli虜になっていた1./il，あまり抵抗をしなかったり，

ドイ ツ軍に1脊報を流したと疑われたりすると刑務所に送 られた；）．その背娯に

はもう一つ別の要因があった ． かつてロシア ~t'i'！：命後中央アジアから 1:,~ ]外に逃れ

た亡命者の一部は，戦時中にドイツ軍の承認を得てソ連‘i|f.h|i)リりの中からソ連軍

と戦う揺志のある「1―J央アジア出身の兵・:::Lを募集し， トルキスタン兵I:llを編成し

2) データにつし、ては．I.Karimov. "Rodina svyaschenna cilia lrnzhdogo". 2004 (,vww.2004.prじss-scr-

vice.uz.1 rus/knt_gi/9torn/3torn_5.h tm ・l'iり報取得1」:20]()年5Jl J l 11)参！！化 戦争1j1に犠牲と なったウ
ズベキス タン人の数に関してカリ モフ）く統釦によって発表されてしヽ るデータが異なることがある．例

えば， 2007年の演況の中て．］50)j"人か最jiii線で戦い.40)j人が亡くなったことに対し． 20l0年の5

Jjに第＇．次 Ilt界大戦における勝利に1対する油説の I卜で ij財Jiに参加し蔽前線で戦ったウズベキスタン
人の数を l50)jとし，50)j人が死亡． 13)j人が行方不明になったと して発表された， （本文は1iim)

3) 1920年代にソピエト政権から逃げた中央ア ジア出身者から構成され， ドイ ツ‘'ドと協力1見l係にあ
った東トルキス タン'ii(.に1リJしては，!¥.!¥hat !¥ndican. Turkestan Strnggle Abroad: From jadidism 
to hzdepe11de11ce. Sot.a Press. 2007参照，
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応こうしたことから， ドイツ：iドのh|｝)!)りとなった兵l：に対してソ辿軍は非‘常に

厳しい姿勢をみせた．なかには屯］青聴収もされず，そのまま処J[l]されてしまう

人も多くし、たと］われている．連が良いと［りび最Ilij線で戦うことを記「され， 1叶

に対する忠誡心をそこで叫I：明する機会が与えられた．

私の人はドイ ツ軍に抽まったが しばらくすると解放された． しかし，す

ぐに今度はソ連軍の間務所に人れられた．埋I-「Iは， ドイツ 9軍に卜分な抵抗を

しなかったためで， ソ連軍は夫を、1lむji)必l'.iJにかけて， ドイツ ‘lドに協力した疑

いで，夕じ刑にしようとした．彼は必死の息しヽ で政府宛に手紙を北いて，もう

股戦場に送ってほしいと舶い出た．

戦争が終わってから，彼がし、た孔IS隊は罪をI(llで1t'tった兵隊がしヽるとけ1涌lli

されて，（経済柑建のため）テルメズに派造されることになった．そうして

しばらくして，彼はエンジニアとしてタシケントに移動になり，私たちには

アパートが支給された．その後，家を建てるためにローンを糾むことも昨さ

れて，牛活はどんどん艮くなっていった． （証言者No.3, ウズベク人，女

』It, タシケ ント）

兵隠として動員される前には，訓錬とともにきちんとした食事が与えられる．

これまで受けた』Il紬の成呆を最大限に発iiliできるよ うにという計らいからであ

った．

戦場に送られる人は，ある科渡ば此•Iけを決めてはいるか，両説や麦f，説狂i

は当然のことながら非‘常に重い気持ちで見送っていた．わが子を戦争に行かせ

まいと，必化にil]む親もおり，やり場のない悲しみが以下の乱［言から伝わって

くる．

兄はフェルガナ-i「iから呼び出しを受け，戦地に行くよう言い渡された．翌

1 1からすぐに，彼は1週間訓練を受けることになった．その間，おいしい

食事と立派な服を与えられ，お風呂にも入ることができた．そうしたことも

あってか，兄が戦地に向かう「I,見送りに行くと，顔色がとても良く元気そ

うだった． しかし，見送りに行った私たちは， もう口こ度と彼に会えないかも
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戦争から炎雄として息． 1＇•が ）A っ た 1l,9j0)＇，わせな 11,1i. ［ソ連のり＇u,jiであ

之）t..:アジム ・ラヒモフとそのl:)'視 l943年、ユスポフji立影］

知れず， 卒しヽ気小、『ちでし‘つは°しヽになった．

ある家族は6人いる息、Jへのう ち，すでに4人を兵隊に とられていた．そし

て5人目を連れて行こうと行政の人が家に来た11.，1j：、 その家の母視は）く）liで

泣：き叫んで）又対した．

私の祖1サも月と 同じくらし、苦しんでいた．兄の）lliをi.,1|＄屋の真ん中にいつ

もみえるようにi性き，それをみながら泣いていた．彼が食べる分のパンは糸

でい憶に引っ掛けて，戦争から戻ってきたとき に「そのll|iを沿・て，いつでもパ

ンが食べられるよ うに」と言っていな もちろん無’ji・に揺って来る よう， 1リ

1::1のお析りは欠かしたことがなかった．私たちの親戚は本当に辿良く ，兄も

含めて全員戦地から帰ってきたか，近）リiには黒手紙 (qorahat.，戦死辿知

内）がIii}いたところが何件もあった．

視しくしていた近所の家では，戦争が終わり ］0年も経ってから息［が）碕

って きた．彼は重い1硲‘占を負しヽ ，あちこちの11月院に1lilされ，治療を受けてい

たそうだ．彼が戻ってきたので，私の姉と結婚させて，化術として1皮を私た

ちの家放に迎えた．（IIll．汀者No.13,ウズヘク 人，女竹，タシケント）

戦争に行ったまま）尺らない人の例は数多く報1りされている．彼らはケガの治

療のために長年入院したり ，叫＇［意をなくしたり して実家や牛まれ育っ たとこ ろ
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に帰ることができないでいた．

残された家放は最liり線で戦っている身内のことを息うと、何か力になれるこ

とはなし、かと， りえ られた労働を必化でこなし，少しでも戦争の勝利に貢I}状し

ようとした．

1.2 戦争中の経済支援

ウズベキスタンの頁献は兵士の供出たけではなく，最l,jり線で戦っているソ辿

軍．に政加や物責を輸送し，戦I|［や飛行機などを捉仇したことでも；沖仙された．

ソ連‘1ドに1贔々な食加や物質， 此悩などを提供するために，戦争耕j始IIかからウ

スベキスタンiill内のほとんどのl*．場で製迅が始められた． ドイツ ‘1ドがソ連の1肌

トを侵略した11.Ii、191ょでは， ウズベキスタンの経済は農業に東孔っており， l→．場の多

くはソ辿の1叱't|5に位liりしていた．そのためロシア， ウクライナやベラルーシで

I菜化がもっとも進んでいた．ヽl1然のことながら，これらの地域のこ［場で1動く

l、1}|＂l家の数はウズベキスタンのそれをはるかに上1且1つていた．
ドイツ ‘1ドが佼略してくると， トイツ軍の爆撃により」＾．場が被‘，片を受ける前に，

ソ辿政府や共Pi's：党はその初期段階でl湛力を国の東部，中央アジアやシベリアカ

1(1 iに移すことにした．そこでより多くのi＼竹怜を生廂することを決断したのであ

る ．このように ソ辿の生妬力を条ii•」かした上で，最前線から離れたところで必疫

なものを安定して外..）〉・1'●し続ける ことができたことは戦争の行方に大きく影評し，

その結果をも左いしたとiiって も過げではない．

ウズベキスタンに疎間した「．場の放は 100に上った 1)．これらのうち・半分は

(1都のタシケント i|i とタシケント J•I 、 I に設 i行され，残りは上にサマルカン lゞl .|i と

フェルガナ盆地，ブJヽラ市に附かれた．辿J1S西部の工場が）様撃を受けてiiり壊す

ると， ウズベキスタン@I内に50近くの工場が新設された".

|＾．場の移佃から製造開始までの州州iiiは短期間で進められ，上場の稼励と同時

にウスベキスタンには多くのl‘l}|＂l家が送られた．その理由に，国内の工業化は
まだそれほど発展しておらず，これまで技術者とよばれる内「"l家がいなかった

ことか挙げられる．そのことは以下からもうかがえる．

4) ,，糧11（こつし、ては． lbragirnova. A Yu.. "Jn dusi1•i al'noe razviiie Uzbckistana v gody Voiny" 
()bs/Jchestvem1ye Naul,i u Uzbekistane、1995, No4 55-6 1 ~ 貞参照.
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194 1年にドイツとの戦争が始まると，私か1l．んでし＼た化はドイツ‘1|iに古詞l

されそうになった．そんなII,＇い ［場はタシケント）古］辺の街チルチクに移され，

父は1:J：と私を列巾に釆せて， 白分はドイツ‘1化と戦うと[i―って釦に残った．

私たちは束へ行くダll，ドに乗ったけれど， どこに行くのかはわからなかっ

た．いにも‘り1りの制度として各駅には登i淡所があり， ＇』かどこの駅で降り

たかがわかるようになってし＼た．

父は 1943年まで戦っていたけれど，ケガをして,JIきl-．げてきた．そして

私たちを探し出そうと，及人の人と各駅て降りて登録所に立ち富り家族の

名l]りを採した．サラトフまて米ると，ようやく私たちを見つけることができ

てタシケントに辿れで帰った．チルチクに化学悲i'i/1［場があったので，父は

そこの化学薬品［場で働くことになった．

私たちかチルチクに戻ると，村の人は快く迎え人れてくれた．飲べ物を

もらい，）礼恨のある家に仕まわせてもらった． しばらく経ってロシア（共峠

党の役人）から『紙がきた．そこにはトゥーラ）•l·I の 1り仕のために父にそこへ

移るように閃いてあったという．父はl且．場の l•月にも部ドにも，［『価されてし、

たので、ロシアに行くことを引き情めようとする人が多かった．ある 1:「ijが

ウズベキスタン共賄党の第—^l附記のウスマン・ユスポフを功ねて， 1．．場のた

めに父の）」が必裳だと訴えた．そうまでした甲斐があって，次のI」に連絡が

きて，父はチルチクに残ることをn乍された．

父はJ退場では人市担当の副l刀場長を務め、その後警察I具l係のイ『Ji-に移り，

最終的にウズベキスタン1}、J務省の第払j務h',Ij)<I託になった．私の兄はモスク

ワの応］等」ー→今学校に人学してロケットを1，l}|ll]に製造する技術者になった．彼は

チルチクに戻り，父か以iiij勤めてし＼た＿工場の-·•番低いポストからキャリアを

積み，チーフ・エンジニアにまで昇進した． しかし，残念ながら彼はガンに

なり，早くに亡くなってしまった．

私は科学の研究職に就いて，ウズベキスタンの平1•学アカテミーのもっと

も低い地位．である 1<hi『{i)［究員からアカデミーの最翡の地位てあるアカデミク

にまでのぽりつめた．これまでのイ1:―’Ji-が応・iくい「{IIIiされて， 2年ー1iijに政府から

ウズベキスタン科学名脊学者 (zasluzhannyideyatel'nauhi)の地位を与えら

れた．（IIll..li者 No.21, ロシア人，女‘『lム．，サマルカンド）
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|．．場に次いで，病l院や朕燎施設もウズヘキスタンヘ移転した．これらの；）両院は

ウズベキスタン［t|内の1¥1家機関や［場の管Jlltドに附かれ， 1！！］｝姐なく股能するため

の J翡訪＇［作りやその責任は各担．ヽ11機 l½J • ・1.」蒻に委ねられることになった．

ウズベキスタンに移された工場を効率良く稼働させるためには，人いの直力

とれ炭や金属化学処晶といった査材が必災とされ， !'.El内はもとより他の中央

アジア請川内にもそのような分野の間発が求められた．その糾朱，ウズベキス

タン1叶内にはファル Iヽド ・ダムを含む七つの這力発屯所か作られた．しかし， こ

れらの建喜貧金はすでに底をついており，ほとんどはウズベキスタンのに統的

な共詞竹業・助け介しヽ の）j式，ハシャルで作られた．Iヽシャルの牛『徴は， l+ll心

が11:’li以外の I Iが 11，り や仕事場から4靱l」に ］1•I I［ を得て勤務IIか間を変更してもらしヽ， 夕`

ムや発屯9折建設のために無料で働くことである．政府からは似料や設計に関す

る1，り1"l知識が捉:1]しされて， ダムは早急に建設され， 150以 I．．ある」＿．．場には虚カ

が供給されるようになった．

さらに，このll.,lf期にl叶内の冶拿忙業の）1!s盤も作られ始め，ベガバードの冶危

［場仕設も始まった．戦後，ベガバード冶金」．．場では 1_1本人のii|i)リりも働くこと

になる．ベガバード以外にも1．．場が次々と建設され始め， 1941年から 1945i卜の

間にウズベキスタンの経済は，特に．□1.. 〗業分野においてめざましい発展を遂げた ．

しかし， 1．業分野のみの発展では戦争に必災とされるすべてのものを作り出

すことは不刈能である．．こl．．．場で製山＼を）Jll-［するための）恥料や戦1jil地域への食祢

の捉il［は、武器や機械の提供と 同じぐらい重災な間題であった．そのことから，

農業のさらなる発展も11:‘常に重災な諜姐とされ，そのための椋々な努）Jかなさ

れた．

コルホースやソフホーズ内で働いてし、た人の多くは工場で働く人と同様，長

闊澗の労働を諜され，綿花以外にも野菜や呆物が採れるように努力した．なか

でももっ とも大きな訓題は，祈しく農作物を作るための水の1共給である．この

屹媒した地域では水の供給がなければ農作物が育たないこともあり，水源を求

め，耕地までの水路を作る必災があった．そのため，2ヶ月1.lllにいくつもの水

路やカナルが北タシケント，上チルチク，北フェルガナ，ソフ ・シャヒマルド

ン，ウチ・ク ルガンなどで建設され，カサナイスク，カッタクルガン貯水池に

作られた．それが農業生廂の拡大，食札化I•-．．．産 の ll'iJ上，家畜の増産などにつなが
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った．さらにウズベキスタンから多くのI悶業1,l/lllJ家が1厨祁ロシアやウクライナ，

ベラルーシ などのドイツ‘1|［からw1111した地域へ送られ，農業の11［建を文えた．

1.3 戦争に対する多様な態度

給玖<|It 界）＼戦では，ウス｀ベキスタンの人々のソピエト政1•1(：．への忠誠心がぶ

されることとなった．11・.||）、jにしヽ た人は共｝）・（沙位や政府に動員されるか， 日発的に

戦争に11:くしかなかった．共叶l:j文に対する強し叶11念を片つ人は， この戦貨を

責本 i・・義休訓のドイツと共Ji,(．：̂ i義休闘のソ連との戦しヽ と みてしヽたが，ほと んど

の人に とってこの戦争は，爪純に1]分たちが小まれ育っ た 1．．地のり消嘉戦須に

行った家放のi!!〔＇れと 191分たちが小き残るための戦しヽであった．

さらに複雑な気りもでこの戦争をみていたのは，かつてソビエ ト政枠の抑）I•• 

から逃れようとしてアフガニスタンやイラン， トルコ，11111qなどに逃れた人た

ちだっ た． 彼らは日分たちの小活と財刷を倉ったソ ビエ l、政権を恨み，政権の

敗北を｛、『ち沼んでしヽ た．

これらの中間的な地位にいたのは，ウズベキスタ ンに1i：みながらも政枠に恨

みを抱き ，かつ仕えながら枠らしていた人たちである．彼らに政杵のために戦

おうという気i守ちはなく，戦争は1liたなる混乱の始まりでしかなかった．ひた

すら身分を l隠し，それまで以上に厳しくなった 1監視や不化の「1から逃れようと

した．彼ら は必ずしもソビエ ト政枠の打仔ljをめざしたのではなく， 1'1分たちの

社会的立場の1リl復を鍬んでいた．それは以ドの乱1-＿1i・が物ii什ってしヽ る．

父は自分がカ ーディ ー （イスラーム法の裁判l『i) の息、［であることをl)| 

きずって，ずっと怯えてしヽた．それで父の素Iヽ化がりJlれわたってしヽる村を離れ

ることにした．

その立場は非常に複雑で， どれだけ特のこと を1隠して峠らしてしヽても，象）i

しい政権からはカーティーの息、fとして疑われていた． ぷJi1本制のドで学校の

教員をしていたか、 古い休制支持行（コルボシ）からも鎌われた．『＇iしヽ教ff

と1饂 ljを文i.Ifする人が，父はJ'ともたちに11¥J迎ったことを教えているとして

怒り出したという ．

ある 11，父はコルポシの隊長に捕まってしまい，殺されかけた．そのコ
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ルボシがカーティーであった私の祖父の家を遠い片に訪ねたことがあり，父

の胤！を‘i芯えていたそうだ．命までは奪われずに済んだが，そのIIか， コルボシ

は「お1]りの胤'Iiを二度と私の前にみせるな」と，父を竹した． ここにいては殺

されると息った父は，私たちを連れて村を離れたか，ソビエト政権とコルボ

シの両方に怯えながら雑らしていた．

1941年にドイツと戦争が始まると，父か興術した様子で）盈ってきたこと

があった． Iサに 「術物をまとめろ，村に帰るんだ．戦争が始ま ったからスタ

ーリンも』も，われわれ（の過去）に関心がなくなった」と言った．父にと

っての戦争は，元の4．ェ泊に仄れるIlfi：一の機会だっ たのだ． （ilil汀］者No.44, 

ウズベク人，男性．．，コーカンド）

もう一つの証言は，戦fl奇下にソビエト政権と洵外の反ソビエト糸ll織にはさま

九苦しんだ人の例である．彼は洵．：外に在住し，ソビエト政権とも協力しながら

..-［作活動を行っていたが，それにもかかわらず，ソビエト政権から疑いの1-1を

向けられていた．

父は中国で生まれたウズベク人で，中国でソ連のために何らかのスパイ

活動をしていたらしい．中国にいた時もソ連大使館と関係を持ち，大使館に

佃倒をみてもらっていた．しばらくしてから父は留学というかたちでタシケ

ント 1欠科大学に入‘学した．それは国費留学ではなく，完全な私費留学だった

ので，そのお金の出所かどこかと疑う人は大勢いた．実際，お金は彼が長年

していた貯金を使っていた．

固りの人が自分に不信感を抱いているのがわかっていたので，父は訛か

と話す時にはいつも言っていいことと，そうでないことを慎重に考えて話し

ていたという．友逹同士でアネクドート（小話）を語り合っていても，それ

か次の日には秘密警察などのしかるべき機関に報告されていたといった具合

だったから，怯えながら生活していたそうだ．（証言者No.22, ウズベク

人，男性，ナマンガン）
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2. 戦1lかー・ドの生活

2.1 労働時間の延長

戦争•1} ｝l 始l1り後から労働 11が間が延長され，残業 IIが間が培えた． 1 1-1の労働II、}|！il 

は13lh『間にも及び， 1週間のうち「llli『|1を除いて過闇な労例が続けられた．そ

の間は休職も，以期・冬期休暇も禁じられた 5).

軍．｝li」|］I！出を作る］・・・場の労働者は，兵l塚とIiiJ様戦争に動員された4及しヽとなり，彼

らの労働は従［と同じにみなされた．各丁．場では労働チームが糾まれ，チーム

間でより質の1'贔い製］iと製止の効字を 1：げるための説貨が1・1イ父繰り）J..<けられて

し、た．

戦IIかの労働）1国は厳しさを培し，出勒の丈態に1月する↑脊J:I|！は厳裕に1［われ，欠

勤に対する厳しい処：：りも執行された．過1肘；＼な労働）よ準はウズベキスタン1:1.：I内の

ほとんどのr：場で）1］いられていた．それに加えて，労働者はロシアやウクライ
ナ，ベラルーシの一-［場へ送られ，戦貨l―|lにもかかわらず，その地域の経済）」を

高めるために］所懸命働し＼た凡

労働者の1監視は非常に厳しく，それにiijJえることは容易ではなかった．彼ら

を箭孔I！する人でさえ，このような労働環境の中で慟くことを気の森に想、しヽ，規

1罪をオ『『乱すことがあったと しても見逃そうとしたほどである．彼らと疇竹に

働いていた人は共同作業所でのことを次のように；翡る．

われわれは飛行機を製造する～l.”.場で働いてしヽた．｛I：!ご-liは大変だったけれ

ど，ウズベク人やキルギス人と比べると，ずっとましだった．私たちロシア

人は ,~ 分たちの士地で働くことができたんだから．彼らは巾央アジアから連

れて来られて工場で働かされ， しかもllIi装は気似に合ったものではなく，特

に冬はあま りの寒さにとても 1小1つている梯子だった．

5) 戦時II I O)ソ連ll.i1tの・1..J-易での労働（こつし、ては、 AK.Sokolov;l, ’']{cz hi m ll(）si. n a sovcl sk i k h 
preclpriiatiiakh"'. T.S.Ko11dra1'eva. A.K.Sokolova. Rezhiinnye tyudi v SSSR. Moskva : l<nssiisk,1ia 

l)（）li uchcskaia Clllsiklopcdiia. 99-l27白参照．

6) ウズベキスタンの労働）閑培は，戦II.¥'中のロシアの労働閑槌とそれほど相辿はなかった戦争II-.『(}）

ロシアにおしヽての労働に関する』1,；につし・・しては, Natal'y;i Kozlova. Sovets!?ie lyudi: Stse11y iz istorii. 
¥foskva: Evropa. 20();)_ 276-278頁参l!(L
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私に課せられた役胄I」は， 1炉切彼らが11:＇]iに来る時間を叫録することだっ
たが，私はそれが一番雌しヽだった． j圧刻する人がいたらその人（の内舟'l) を

裁判所に送らなければならなかったからだ．

裁平ljは5分足らずで終わり，彼らの近刻の言い分を間く人なんていなか

った．ただ処分を受けるだけだった．彼らが気の毒に忍えて，私はできる限

り虹刻をしてもみてみぬふりをした． しかし，私のしijに共汁党員の女‘『tが

いて，見逃していることがばれると，それはひどく怒られた．（［l|．け者No

28, ロシア人，女性，ナマンガン）

こうした繁追した労働炭境のlドで，ぷiる物すらないままにウズベキスタンか

ら移動してきた労働者かロシアやウズベキスタン以外の共和1LIにある l．．場で働

き，勝利へと大きく貞献した．彼らが直1Mしていた牛活I・＾の間也は，ウスベキ

スタンに残された家放の経済状況とそれほど沢なっておらず，戦争l|！のll;］内の

状況も）く変厳しいものであった．

2.2 戦時下で生き残るために

戦争•|｝ l-］始と [,ij 時に，被占領地域から｝’：ii．民や川家政第の・〗環としてウズベキス

タンに移された人の数は非‘常に多かった．その数は100万人にものぽり，その

うちの20)j~25)j人が「どもであった．仕む場所や｛l：事，教育， 1ク、？原l(iiにお

いて， 111・急に牛話翡濃を柩える必要性があった． ＾つの家庭で 10~15人のj’-

どもをリ 1き1収り，育てていたところもあるという．人々が移仕者の受け人れに

柏加的に応じたおかげで，労働者の派追が1ill}姐なく行われ，それが勝利へ導い

たことも忘れてはならない側1[liである．

人口が坪！えてくると，人々のIート活は戦前と比べると当然厳しいものになって

きた．前外＇［でもふれたように，都 I|i部において食柑配分伽J度が導人された．労

働者や公務員は 1 日賃たり 400~500 グラムのパンを配給され，配偶者や子ども

に対しては， l 「l ヽI1 たり 300~400 グラムしか与えられなかった． しかし，配給

される食祝はその数1]が晶準に満たないことがよくあった．このような配給制

度は小及肉，魚，袖に対して導人された．農村部の住民にはこの制疫は適JIl

されなかったが，その代わり「1分たちが作った農作物のほとんどを政）付に捉供
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していたために，都1|ii]|＄よりは比較的枠らしやすいとはいうものの，それでも

厳しい状況であった．

配給は各IItヽ：ドの札I]：成人数で決められてし、たので，戦争に動員された人の分も

文給された．それで助かった家族も少なくなかった．ある人は，この訓度につ

しヽ て以1くのように晶った．

戦争が始まったのは (1941年） 6月21| lだったが，私の人が戦地へ連れ

て行かれたのは6月23Hだった．私もその 101 1後，病院に勒務するよう政

府から連絡を受けたのでそこで勒めることになった．

彼が戦地に行っていたため，優先的に食料h'll＼を文給してもらえる配給カ

ードをもらった．そのカードと，病院から支給される食糧で何とか生活がで

きた． （iill：言者No.31, ロシア人，女性，アンディジャン）

労働者や公務員の給料は上がったが，お金の価値はドかり，食牛屈品も小足し

ていたため，お金を持っていても食べる物を買うのは1ぷl')＇：liを極めた．人々は朝

から配給所に並び，食料贔介の在）車がなくなると，並び直さなければならなかっ

たため，紫追した面持ちで日分の）順番を待っていた．

私たちはパンを買うために手に番号をltいてもらい，長い列に}.lfどんでい

た．夜lいの2時か3時にまた番号と順番の確認があるので，その1i.『その場所

にいなければもう列には人れてもらえなかった．（証言者No.31, ロシア

人，女性，アンディジャン）

圃じようなことが別の人の叫憶にも残っていた．

第二次圃界大戦の時，私はまだ中学校に通っていた． 14歳に達した若者

が戦争に連れて行かれるほど，苦しい時期だった．

1 I::l200グラムの黒パンを支給されていたが，手に人れるためには朝の4

時からお店に並ばなければならなかった．もし，パンが完り切れになってし

まったら午後にもう一度行って並んでいた．私たちは長く肉やバターといっ
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39, ウズベク人，リ月化フェル

配給された⑬湘山'1i'1を家族間で分け合って，おl［いを粕りながら生活しないと

！卜き残ることは不Il［能だった． しかもそれは 1llt;t作叩．位ではなく， 1［ilじコミュ

ニティの中でのことだった．彼らにとって戦争は一ll、If的なものであり，占くか

ら関係を）ゞ切にしてきたコミュニティ内で支え介いながらこの時期を乗り越え

ようとしていた．

腐べ盛りの［どもに好きなだけ食べさせてやりたいと息うのはどこの説も詞

じだが，ヽ11時はいを制限しなければ［どもにすべて食べられてしまい，それで

は家族か牛きることが危うくなるほど食べていくのが大変な状況だった．

四角いパンが配給されると，家族でそれをどう分けるかという決まりが

あった．それそれの休の）二きさに合わせて食べる1仕が決まっていた．

私の家放は特休が大きくて，私だけ小さかったため lI」に食べる贔はミ

ルク 1 杯とパン—-IIだったが，そのパンも兄たちに狙われていた．「1分の

パンを別の1月かに交換する約束をした時もあったけれど，実It繁には交挽する

ものがないので1'1分の分を兄たちに渡していた．そうやって特で何とか生き

延びた． （証言者No.39, ウズベク人，リ月生， フェルガナJ+1)

また，以卜りように，ただでさえ厳しい状況をさらに忠化させることもあっ

た．

パンの支給日にはそのI―lの分と次の日の分をまとめてもらうことになっ

ていた．例えば30日に行けば31日の分のパンももらう．

しかし，私は中学生だったので，つい全部食べてしまう．そうすると次

の日のパンがなくなって，もう 1I」中お腹が喉いてたまらない．我慢がで

きずに泣いていた．歌を歌ったりして気持ちを紛らわそうとしたが，駄l1だ

った．咲腹に耐えかねて近くの畑に行き，土の巾に残っていたジャガイモを

探し出して，それを粉にしてパンを作って食べた．（証言者No.39, ウズベ
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ク人，男'l:'I.，フェルガナJ+1)

厳しし~、生活状況の中で， 人人だけではなく f どもたちも両糾とともに政札： IIllII 

の晶虞を丁1•仏いながらイl:dfをし，その合間に勉強もしていた．

2.3 戦争中の教育

戦頂I開始以浙からソビエ l、政杵はコレニサーツイヤ政策の ・環として、中央

アジア地域で教育を受ける人の数を増やすとともに，教育の質のI{,l|：に努めて

きた．その過利で逹成された11椋もあったが，ウスベキスタンをはじめとする

中央アジアぷ日においては，経済や教育11,il}姐か大きな諜題としてあった．｝JIIえ

て，これまで［L|民仝員を対象とした教育北ll)文がイ［イI：していなかったために戸惑

いも大きかった．そういう紐味ではウズベキスタンの教育は戦争1}｝l始以前から

諜題がiiI柏みだった．

戦須か始まった際， l．．．場の例と詞じく 教育機閃も戦 1訂・l地域からウズベキスタ

ン1叶内へと移された．そのI}、j人は22の研究所と 16の人学， 之．つのI叉l刈館であ

る7)．ソ連の発展に多人な功舶を残した｛I)|究者がウズベキスタンに移ってきた

のである．1943:年には様々な分野の研究者がウズベキスタンに集1| lしていた

こともあり，ウス｀ベキスタン科学アカデミーが設立．された．

ウズベキスタン科拳アカテ｀ミーは「リ内のほとんどの仙究機lllを傘ドに｛iりき， --. 

部の教育恨1月と連携して，最先端の1JI究を行うわ隻1月であり， ・つのネッ トワー

クとしての機能を促進するために作られたものである．このII;i]！］j，ウズベキス

[ ii脱争の最91ii」帝）ilからタシケント（こ疎I}｝jさせらiLた（洲究者．知識人］
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タン 1月内の研究桟I½] の数は 41, 専門教育』11糸束機1及lは52までふくれあがった 7).

また， 1[噌＇｛されたベラルーシやウクライナ，ロシアの一 ii|；からも大学や内」"l

学校の移動があったが，これらの研究・教行機lり」が各地へ移動して機能し始め

るまで，丈I緊にはかなりの11か1間がかかった．戦争が本格化すると，教員や学：Iト

は軍縣に動員され，残りの人は労働者として[場などで働かなければならなか

った． もともとウズベキスタンにあった学校や他の教育機I½] にも‘、Jを生の労働か

義務付けられ， 43年珀まで1ヽ 一分に機能していなかったことがIIJ|：言からもわかる．

戦争か始まると学校は1月鎖されてしまった． 1943年には授業が11［間され

たけれど，私は弟と詞じ学年に人って授業を受けなければならなかった． し

かし，弟はそれを婦い，自分の教‘令に私がいるなら勉強はしないと

ていた．彼は両祝や叔l:J：にも叱られたがそれでも私か教寮に人ると家に加

ってしまうことが佃度もあった．私は彼に勉強して欲しかったので，‘学校を

やめることにした．（nl|：1［各・No.39, ウスベク人，男‘『t，フェルガナJ11)

戦/flの影評でfどもたちの教育に圧れが生じた．以下の例のように，多くの

場合， 1nlじクラスに複数の学年の生徒か人っており，・1年化は l列11に， 2

は2ダ1J11に， 3年ルは3ダljI]に1'せらされた．学年が少ない学校でも年齢の違うf

どもがliiJじクラスで勉強していた．

学校の先叩は教育を受けた仇屯な人材として，現地のl_1:l家機関に頼りにされ

てし＼た．ただfどもたちを教えるだけでなく，｝悶付部ではソビエト糾織の1l:＇li
を手伝わされた．以l清）IIll:^1i• はその状況を 1リ l{i‘(［に表してしヽる．

｝：J:は父と詞じ村で粋らしていて，現地の学校で教員をしていた．彼女の

クラスには 1~4年生までが人っていて， l年4:＿は lダll| 1, 2年生は2列11に

といった具合に4年生までが座っていた．そこで，

て1行題をり・えて，授業をしていた．

レベルに合わせ

7) データの叶脊Illにつし、ては． し辺）cki-lan¥: 20--c-4(）ーじ goclyXX Veka. Ministers¥ vo lnosirannykh 
l)c l (＼＼＇＼¥’¥V.ll1[a.¥I Z ru s,＇o b_uz bc kisl an c is l_clo、ヽtoprim/u;,:b_1924-1991/.WJWf/JI又1りFl: 2010 iド2)j 
26 I|）参II且
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そのような教育活動と並行して， l:］は虚み翡きができたのでコルホーズ

の集会も手仏っていた．集会では9li務員として，そのIlの議むなどを出録し

てし、た．（il［パ者l¥'o.24, ウズベク人，男性，アンディシャン）

3.戦後

3.1 戦後の苦難

|l」民は戦了iで大きな4義判•^．を払い，その代 1買として勝利を『にすることができ

た． しかし，彼らがll]面した1』［隠はこれで終わったわけてはなかった．むしろ，

戦後になってから，社会の建て直しという祈たな戦いに参加することになった．

物がない中で，十和詞向きに生きようとしていた．ー「どもたちは将米良し

に就きたいと， t牡1村の中で勉強をした． しかし，現実にはこのような状況で勉

強することは簡単ではなかった．

私たちにとって 1945年から 1947年まではもっとも厳しい時期だった．ご

飯も計1:j足に食べられず，勉強しようにもペンやノートなどなかった．

今でも晶位に残っているのは，視に烏の羽から作ってもらったペンだ．そ

れにインクをつけて；l}くのだか， まずその事」を見つけるのか大変だった．だ

からペンを作ってもらうこと「11木， とても費沢なことだった．

ペンもないのだから学校に持って行く鞄だってあるわけがなし＼．ふろし

きのようなものに本を四んで，その外側にもう一つ小さな袋を結び付けた．

なかにはインクの人ったカップが人っている．学校の帰りに友辻とちょっと

班んだりすると，必ずインクがもれて，いつの間にか顔や手が黒くなってし

まっていた．家に‘)11}ると， 手仏いもしないで遊んでいたのかと，よく視に叱

られたものだ．（iil|：言者No.11, ウズベク人，女性， タシケント）

多くの人は貧しい生活を気にすることはあまりなかった．彼らは戦争を無事

に終わらせ，これからは糾しい平和な社会の中で生きられることが，何よりの

寮：せだと感じていたからである．こうした姿勢はウズベク人やウズベキスタン

らす人々のメンタリティにも反映された．物が不足していても平和でさえ
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あれば， どのような間坦も仰（決できるというイ且念があった．人々は1本1難な状況

に直I(liしても「すべては神（アッラー）のおぼし召し．平和さえあれば何でも

できる」とパっているのをよく耳にしたという．

また「1分たちが勝ち収った勝利は共廂党や政府・のおかげであり，共）｝信党やス

ターリンはもとより，ケガを治燎してくれた1欠者に対しても大変感謝していた．

元兵1：が判l姐のことを以卜のように圃想している．

私は，!'!分や他の兵l：を診てくれた似者や［護婦に本喝に感湖している．

そして，私たちを見杭てなかった（共陥）党にも感湛lしている．

ケガが沿って退院してから，私は「り狐作の煎iゃ」や「＾賃沖11|IC1戦頂煎亭」

とし＼ういくつかの勲lし礼をモスクワのクレムリンでもらい，実家に帰・ってから

は「·—恣り沖IIJEI戦争勲が：」までもらった．私が実家に））しった 11』には父はすでに

亡くなっていたが， 1：」は生きていてくれた．妹も生きていたけれど， しばら

くたってから家を出て，行）j小叫になったままだ．それ以来，妹とは会って

いない． 9ー[ilIかは生活していくことが非常に厳しかったので，それそれかでき

る）j法で牛き残るしかなかった．今でもそれについては苫くことも話すこと

も）ゞ変つらし‘•

それから私はフェルガナ教行）ぐ学に人学し，ロシア晶i-を専攻した．

後は， l＇,＇り校のロシア＂礼教師になった．友とは同じ学校の教且だったため，そ

こで知り合った．私はその後，校長まで昇進した．（；正言者No.38, ウズベ

ク人、男＇『I~, フェルガナ）

戦争が終わると，農付に粋らしていた人は都市部に戻り始めた．彼らは都巾・

部で妍しい1『liに就くことや教育を受けることを求めた． しかし，経済状況は

•--lfll に改並されず，就職や勉強の機会を得ることはそう fii‘jiltではなかった．あ

る人は戦後の社会の貧困をこのように していた．

戦時中はコルホーズで働いていたので，私にはある程度食糧l.II］の文給が

あった．それに裏庭にはジャガイモの畑があり，何とか生活か成り立ってい

た．
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私は1946年にタシケントにやって来た．食べる物は何とかなったものの，

まだドかったのでちょっとしたアクセサリーを身につけ，良い）JIiも着てみた

しヽと思った．それで，あるユダヤ人の家で家政婦として働き始めた．

驚し＼たことにそのユダヤ人は，｝刑山はよくわからなし＼けれど，た＜苔ん

のお金を」守ってし＼た．彼らの家に平分イ［み込みで働し＼ていたのでfじliにも 1'1寸

らなかった．（IIl|ム li者 No.37, ウズヘク人，女竹， タシケント）

3.2 日本人との接触

タシケント 1|iには， II本人抑情者の労拗の成呆として象徴的な建物がある．そ

れはナヴォイ・オペラ劇場で，現在もタシケントの lい心地に建っており，）＜き

さや外見の）fこしさからl古jりの仕物の中でひとぎわ！l立っている．

この制楊は，ウズベキスタン1叶民から1ti'lれと I邸敬のまなざしでみられていた．

このことはII本人の労働の質の翡さの現れである．そしてウズベキスタン

の人きな歩となった．

ナヴォイ・オペラ劇場のデサインは，ロシア人の建築家で，モスクワの赤の

広場にあるレーニン）i;りjを設叶したシュセフ氏である．この削場の仕設は戦前か

ら始まっていたが，戦了I・Iドは叶蘭中l丸）［された． 1943年に1りび仕設が始まると，

| 1本人の抽）リりが到沿・したこともあって，作業はさらに加辿して進められた．

ソ連時代に，この劇場の仕設に外ド］人が1月わっていたということを［心録した

されていなかったが，人々の間では1-1本人抽虜が仕設現場で働いて

いたことは知られていた．これは建設」且場にい

である．

人からlli-Jし

| 1本人たちは現場で賢材をみると「こんなものを使ったら，この建物は

200年もしなし、うちに壊れてしまうそ！」と怒り出した． （lll|：1 ；者No.9, ウ
スヘク人、男‘『I:，タシケント）

には1-1本人の仕9jiに対する立任感とメンタリティが反映されていた．

| 1本人の労働者と扱触したことがなかったとしても，物作りへの象Illやかな姿勢

とこだわりは，この建物を辿して人々に仏わり， 1 1本に対するプラスのイメー
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[1憂秀農民労慟会議か間かれたナヴォイ劇J葛の建物， l ！）54年， タシケ

ント， ドシュキン， ラズコフ1般影］

ジが形成されていった．
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私は，アリシェル・ナヴォイ劇場は，ロシア人の建築家によって設］「さ

れたこと以外，よく知らなかった．あるll, 1-e)：と劇場のそばを通ると，外見

は他の建物と比べものにならないはど立派で，糸1111'嶋にわたって手の込んだ装

飾がこらされていた．洗練された技1ilりの中に，それに込められた礼祉もりまで

感じられた．私は1:｝に処物の）胚史を附いて、それがll本人hli)リ出たちによるも

のだと災IIった．私にとって）剥場は， ソ連以外の人と初めて接触したひととき

のように息えた．

劇場はタシケント人地点でも壊れることかなく，最近になっ

が行われた．色がはがれたところを党り直したり，ひびを 1隠したりする1州）支

の外見的なl.^’liで終わった．それくらい丈夫に作られていた．（証言者No.

7, ウズベク人、女↑生，タシケント）
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まとめ

以1：みてきたように，ウズベキスタンは第以<|It界大戦の戦地とはならなか

ったか，多くの人々はこの戦争を「）叶lllil戦争」として認識し，，砂I邸している．

そのJ]|！」 II の •つに， ·→・般民衆の中から多くの人々が戦争•に動員され， liii線で lゞ

イツ軍と戦う兵1：を支援し， また戦火を思い，胸を ：~,'(jめたことが挙げられる．そ

の支援の）Iiは様々であり，戦地から次々とウズベキスタンに疎間させられてき

た人々の文援にもつながった．これにはウ ズベキスタンIHI民のメ ンタ リティか

如jこに現れており， 4かに，戦争を嫌し＼、困ってしヽ る人には必ず悛助の手を入＇．し

仲べたことや，限られた物（食1111＼やや(:ljIi）を分かち合ったことが閲味深い．

j,i]IIかに，このII.. ＼期はウズベキスタンの加袢げ（；．．業や様々なインフラが東各1liiiされ

た時期でもあり，ロシアや戦地から移転された教育恨関かウズベキスタンの近

代教育と科学の発展 ・拡充をよえた．また， 当時，多くのり：：者がウズベキスタ

ンで活耀し，彼らの支扱のもと似れた教育 ・研究）占盤が作られた．

もう 1．凡興味深いことは第＾ヤ次枇界大戦の結呆，多くのウズベキスタン人

が初めて1::1本人と接する機会を得たことである．節二次Ilt界大戦後にシベリア

を経1-llしウズベキス タンに連れて米られ，様々な建設現場で働いていた 「l本人

捕虜との交流はその発端となった．現在でも， タシケントの中心部には11本人

捕虜が建設に従巾したアリシェル・ナヴォイ）はlj場が残っており，その粕巧な作

りと 1966年のタシケント）く地虞でも壊れなかった珀丈さは， 1 1本人の付：格と技

術をウズベキスタン人に伝えている見

8) ウズベキスタン人と II本人抑留者のWl係につしヽては，ウズベキスタンにjlll留された人物の11,iじか
らもり；IIることができる．例えば柏Ill彪 ［シルダリアの彼方に一中央アジアに六年，戦友の様を探

して―J, I・年礼 2004年参！！せ．
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